
東
濃
牧
場
は
、
標
高
７
０
０
メ
ー
ト
ル
の
高
原
に
あ
り
、
見

渡
す
限
り
の
空
、
は
る
か
向
こ
う
に
御
嶽
山
や
恵
那
山
、
そ
し

て
中
央
ア
ル
プ
ス
を
望
み
、
眼
下
に
は
阿
木
川
ダ
ム
湖
や
岩
村

町
富
田
地
区
の
田
園
風
景
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

開
場
は
１
９
７
３（
昭
和
48
）年
、
一
般
社
団
法
人
岐
阜
県
農

畜
産
公
社
が
経
営
す
る
牧
場
で
す
。
約
２
８
０
㌶
の
敷
地
は
、

長
島
町
、
三
郷
町
、
岩
村
町
、
山
岡
町
に
ま
た
が
り
、
約
６
０

０
頭
の
乳
用
育
成
牛
を
飼
育
す
る
酪
農
振
興
の
拠
点
と
し
て
、

主
に
酪
農
家
か
ら
生
後
間
も
な
い
子
牛
を
買
い
取
り
、
牧
場
で

妊
娠
牛
に
仕
上
げ
、
再
び
酪
農
家
へ
売
渡
し
ま
す
。
ま
た
夏
に

は
、
肉
牛
農
家
か
ら
繁
殖
雌
牛
を
受
託
し
、
放
牧
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。「
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
」
の
認
証
を
受
け
、
子
ど

も
た
ち
が
酪
農
体
験
を
通
じ
て
「
食
や
い
の
ち
の
大
切
さ
」
を

学
ぶ
場
と
し
て
も
開
放
し
て
い
ま
す
。
東
濃
牧
場
は
恵
那
市
の

隠
れ
た
初
日
の
出
ス
ポ
ッ
ト
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。「
こ
こ
は

北
海
道
？
」
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
３
６
０
度
の
大
自
然
の
パ
ノ

ラ
マ
、
さ
わ
や
か
な
風
と
心
地
よ
い
空
気
を
楽
し
み
に
、
訪
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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農
業
後
継
者（
Ｕ
タ
ー
ン
就
農
）　

三
浦　
大
地
【
山
岡
町
下
手
向
】

恵
那
市
農
業
委
員
会
だ
よ
り「
え
え
の
お
」

2

わ
が
家
で
は
鶏
を
飼
い
、
牛
を
飼
い
、
田
ん
ぼ
を
つ
く

っ
て
い
る
。
発
酵
さ
せ
た
鶏
糞
や
牛
糞
の
堆
肥
は
田
畑
に
。

米
や
稲
藁
は
鶏
や
牛
の
餌
に
も
成
り
、
籾
殻
や
米
糠
も
無
駄
な
く
活
か
し
て
い
る
。

身
近
に
小
さ
な
循
環
を
造
る
そ
の
ス
タ
イ
ル
に
価
値
を
見
出
す
一
方
で
、
進
み
ゆ
く

ム
ラ
の
農
地
と
文
化
の
荒
廃
が
私
た
ち
の
地
域
に
於
い
て
も
他
所
ご
と
で
は
な
い
課
題

だ
と
、
身
を
以
て
知
る
。
辺
り
で
は
世
代
交
代
と
と
も
に
農
の
担
い
手
が
減
る
い
っ
ぽ

う
だ
。
田
ん
ぼ
は
所
有
し
て
い
て
も
手
間
暇
か
け
て
お
米
作
る
よ
り
、
買
っ
て
食
べ
る

方
が
世
話
が
な
い
と
か
、
む
し
ろ
安
上
が
り
だ
と
か
…
そ
ん
な
ご
時
世
。
農
村
の
機
能

と
文
化
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
？
「
廃
れ
て
い
く
」
と
憂
う
人
も
い
れ
ば
、

「
仕
方
な
い
」
と
い
う
人
、
気
に
か
け
な
い
人
も
い
る
。
田
舎
に
留
ま
り
、
農
業
を
よ

り
よ
い
生な
り
わ
い業

に
し
よ
う
と
す
る
者
は
ど
う
に
も
少
数
派
だ
。

20
代
の
頃
、
ス
イ
ス
の
農
家
に
住
込
み
実
習
し
た
。
身
近
な
資
源
の
循
環
で
無
理
な

く
活
き
る
農
業
。
農
村
の
文
化
伝
統
や
自
然
を
貴
び
保
護
に
努
め
る
姿
。「
個
々
」
を

尊
重
し
な
が
ら
も
感
じ
る
土
着
の
連
帯
感
。「
自
分
た
ち
が
国
を
創
っ
て
い
る
」
と
い

う
人
々
の
責
任
意
識
と
、
公
平
に
錬
ら
れ
た
自
治
の
仕
組
み
を
垣
間
見
る
中
に
「
成
熟

の
余
裕
と
は
何
か
？
」
を
考
え
る
き
っ
か
け
が
あ
っ
た
。
ス
イ
ス
の
、
と
り
わ
け
ム
ラ

社
会
の
豊
か
さ
と
余
裕
は
、
例
え
ば
目
先
の
経
済
対
策
の
如
何
か
ら
安
易
に
測
り
知
れ

る
様
な
質
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

利
己
都
合
に
忙
し
い
「
◯
◯
フ
ァ
ー
ス
ト
」
な
昨
今
の
風
潮
に
あ
っ
て
「
永
く
地
域

を
創
る
為
に
何
が
大
切
か
」
…
皆
が
そ
の
先
見
の
目
を
養
い
、
言
動
に
顕
す
こ
と
が
私

た
ち
の
国
に
も
必
要
だ
。
私
は
農
家
の
立
ち
位
置
か
ら
。
貴
方
は
？

え
え
の
お

頑
張
る
農
業
者

平
成
29
年
４
月
12
日（
水
）東
京
都
・
椿
山
荘

で
開
催
さ
れ
た
全
国
農
業
会
議
主
催
の
全
国
情

報
会
議
の
表
彰
式
で
、
第
23
回
「
農
業
委
員
会

だ
よ
り
」
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
農
業
新
聞
特
別

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

昨
年
１
月
、
前
農
業
委
員
会
の
女
性
委
員
で
編
集
／
発
行
活
動
が
始
ま

り
、
昨
年
11
月
の
委
員
改
選
で
新
体
制
と
な
っ
た
現
在
も
新
た
な
女
性
委

員
に
引
き
継
が
れ
、
今
回
４
号
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
市
内
の
農
業
委
員
会
の
活
動
や
新
規
就
農
者
の
紹
介
、
農
業
者

年
金
の
推
進
な
ど
、
農
業
に
関
す
る
身
近
な
情
報
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

小坂市長に受賞報告

第23回「農業委員会だより」
全国農業新聞特別賞受賞式

全
国
コ
ン
ク
ー
ル

　
農
業
新
聞
特
別
賞
　

を
　

受
賞
！

永
く
地
域
を
創
る
為
に

第４号平成29年８月



伊藤氏コメント
現在の農業者年金は、平成14年度にスタート

し、今年６月時点で、累計11万8352名が加入
されました。岐阜県では386名の方が保険料を
支払っている所です。
若いうちから年金を考える方は少ないですが、

「もっと早く掛けておけば」と後悔しないよう、
現役の時に備えておくことが重要です。農業者
年金は、掛けている時のメリットも大きく、公
的年金ならではの税制上の優遇があり、また、
40歳未満の方には保険料の補助制度があります。
少しでも興味を持たれた方
は、是非、加入をご検討
ください。

3

❶20歳～60歳まで
❷年間60日以上、農業に従事（農地の保有要件はありません）
❸国民年金第１号被保険者（保険料納付免除者は除く）
▲この３つの要件を満たしている方は加入の対象となります。

保険料の額は、２万円～６万７千円の間の千円単位で、自由に決められます。
しかも、支払った保険料は全額、社会保険料控除の対象になり、所得税、住民税の節税につながります。
将来受給する年金の原資として積み立てていく積立方式（確定拠出型）の終身年金です。
認定農業者等の農業の担い手には、国庫補助制度もあります

是非、ご加入を検討してみてください。

私たち、農業者年金推進部長は、農業者年金を推進してます。
気軽にお声かけください♬

農業者年金!!ご存じですか？

加入要件

曽我佳奈子【武並町在住】 佐藤由里加【三郷町在住】

西尾ひろみ【岩村町在住】 梅本信枝【上矢作町在住】

農業者年金推進部長からのお知らせ

お問い合せ先
農業者年金推進部長、またはお住まいの
地域の農業委員、農地利用最適化推進委員、

恵那市農業委員会まで

平
成
29
年
６
月
29
日（
木
）農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
対
象
に
、

農
業
者
年
金
に
つ
い
て
勉
強
会
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
農
業
者
年
金
推
進
部
長
が

主
催
し
、
農
業
者
年
金
に
つ
い
て
理
解
と
推
進
活
動
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
加
入
者

の
増
加
を
目
標
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

講
師
に
岐
阜
県
農
業
会
議
か
ら
農
業
者
年
金
担
当
の
伊
藤
隆
弘
さ
ん
を
招
き
、
農

業
者
年
金
の
仕
組
み
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

農
業
者
年
金
と
聞
く
と
農
家
の
方
し
か
加
入
が
で
き
な
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

専
業
農
家
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
ご
家
族
の
方
や
、
自
営
業
や
農
業
を
手
伝
っ
て

い
る
方
な
ど
、
条
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
加
入
で
き
ま
す
。

各
ご
家
庭
の
状
況
で
条
件
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
の
で
、
下
記
の
お
問
い
合
わ
せ
先

ま
で
気
軽
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
、
推
進
部
長
が
説
明
に
お
伺
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▲　農業者年金について研修を受ける　　
　農業委員・農地利用最適化推進委員

農
業
者
年
金
勉
強
会
を
行
い
ま
し
た

制度の説明をする岐阜県　▶
農業会議の伊藤隆弘さん

恵那市農業委員会／0573　―　26　―　2111　内線378

第４号平成29年８月



4

今
回
大
き
な
賞
を
頂
い
て
、
編
集
委
員
皆
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
す
。

ま
た
次
に
繫
げ
て
頑
張
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

女
性
、
若
者
、
非
農
家
、
有
識
者
、
専
業
農
家
、

兼
業
農
家
、
い
ろ
ん
な
立
場
で
恵
那
の
農
業
に
関
わ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
、
思
い
を
出
し
合
い
、
思

い
が
け
な
い
考
え
方
も
出
て
き
た
り
し
て
、
良
い
も

の
が
作
っ
て
い
け
れ
ば
な
と
思
い
ま
す
。 

（
Ｕ
）

◆
編
集
委
員
◆

三
浦
　
寿
子
　
　
梅
本
　
信
枝
　
西
尾
ひ
ろ
み

曽
我
佳
奈
子
　
　
佐
藤
由
里
加

編
集
後
記

恵那ばあちゃんの手料理帖

へぼごはん
～郷土のタンパク源～

【材料（３～４人分）】
米　………　３合
へぼ　……　大さじ４～５
おろし生姜　………　お好みの量
砂糖・しょうゆ　…　少々
Ａ：しょうゆ　……　大さじ３、酒　…　大さじ１

【作り方】
❶へぼ　（市販の缶詰でもOK）　にしょうゆ・砂糖をお好
みで煮る。
❷米にへぼの煮汁（缶詰の汁）とAを加えて炊く。炊
きあがったら❶をのせる。
❸15分蒸らしたらよく混ぜ、おろし生姜を加える。
………………………………………………………………
※伝えたい・残したい　恵那の味“恵那ばあちゃんの手
料理帖”を参照しました。ご希望の方は、市役所３
階 農政課の窓口にて無料配布しています。

★小さじ１＝５cc　大さじ１＝15cc

農業委員会では、❶地域の農地利用の確認、❷遊休農地の実態把握と発生防止・解消、❸違反転用発生防
止・早期発見を目的に毎年、市内全域で「農地パトロール（利用状況調査）」を実施します。（農地法第30条） 
この調査は、平成28年４月１日に改正農業委員会法が施行され、「農地利用の適正化」が農業委員会の「必須

業務」となったことを踏まえ、重要な取組みの一つとなりました。 　

調査実施期間は、９月から11月末になります。
調査の方法は、地区の農業委員や担当職員が農地を見回り、耕作の状況などを見て、「遊休農地（荒廃農地）」にな
っているかどうかを判断します。
皆様のご理解とご協力をお願いします。

■　遊休農地とは
（１）１年以上にわたって耕作されておらず、今後も耕作がされないと見込まれる農地
（２）周辺の農地と比べて著しく低利用となっている農地

■　なぜ調査が必要なの
農地の適正な管理を怠ると、雑草の繁茂による害虫等の温床となるだけ
でなく、ゴミの不法投棄による悪臭や汚水の発生源となる可能性がありま
す。近隣農業者や周辺住民に大きな迷惑になりますので、除草、病害虫駆
除等、農地の適正な管理が必要となります。

「農地の貸付けや譲渡を希望される場合は、地元農業委員または農業委
員会事務局までご相談ください」

農業委員会からのお知らせ

農地パトロール 　（利用状況調査）が始まります

農地パトロールの様子

郷土料理レシピ

第４号平成29年８月


